
 

 

 

 

●この度は日立照明信号増幅器をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 

この取扱説明書をよくお読みいただき正しくご使用ください。 

●信号増幅器の取り付け工事は電気工事士の資格が必要です。施工は必ず有資格者に依頼してください。 

 

【工事店様へ】 この取扱説明書は、工事完了後、必ずお客様にお渡しください。 

 

 

 

本増幅器は、制御装置の調光信号を受けて信号を増幅出力する装置で、信号伝達距離を延ばす場合

及び制御台数を増加させるために使用します。 

 

 

 

１）電 源   ： ２００Ｖ ５０／６０Ｈｚ（入力電力：８Ｗ） 

２）制御回路  ： １回路（制御台数：最大１００台） 

３）入出力信号 ： ＤＣ１０Ｖ １ｋＨｚ ＰＷＭデューティ信号 

４）信号配線長 ： 最遠配線長２００ｍ（調光信号線：φ１．２ＣＰＥＶ－１Ｐ） 

５）使用環境   ： 周囲温度：０～３５℃  湿度：８５％以下 但し、結露無きこと 
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（吊りボルト固定金具はネグロス電工(株)製の 

 ＴＰＣ－４Ｂ,ＭＳＲＢ４等をご使用ください。 
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１．概要 

２．仕様 

３．寸法図 



 

 

 

4.1 接続図                  4.2 信号線配線について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 動作確認 

信号線配線後は照明器具が正常に調光動作することを必ず全数確認してください。 

※照明器具が調光動作しない場合 

電源ランプ 信号線短絡表示ランプ 原因 

点灯 点灯 信号線短絡、又は 100台を超える照明器具 注 1の接続 

点灯 消灯 信号線が接続されていない 

点滅 消灯 信号線短絡、又は 100台を超える照明器具 注 1の接続 

＊調光動作しない場合は電源を切り、信号線の接続及び接続台数を確認してください。 

＊信号線短絡表示ランプが点灯した場合、本増幅器の入力信号端子側に接続されている全て

の増幅器及び制御装置の信号線短絡表示が点灯しますので、一度全ての電源を切り、表示

をリセットしてください。また、リセットスイッチで表示をリセットする場合は、制御装

置から最遠の増幅器から順次リセットし、最後に制御装置の電源を一度切った後に再度電

源を投入してください。 

注 1) ２台の点灯装置が搭載されている照明器具の接続台数は１/２になります。 

詳細は、照明器具の納入仕様書・取扱説明書を参照してくだい。 
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＊制御装置及び増幅器からの信号が無い場合、照明器具は 100%の明るさで点灯します。 

 

 

１）信号線には極性が有りません。 

２）電源端子台のアース端子よりＤ種接地工事を施してください。 

 

 

 

2-J4582-1A(R2) 

信号線配線１分岐での接続器具台数の目安 

＊１１０Ｗタイプ器具の場合 

  １分岐の接続台数=２００ｍ／約２．４ｍ（器具長さ） 

  =最大８０台／分岐 

＊４０Ｗタイプ器具の場合 

  １分岐の接続台数=２００ｍ／約１．２ｍ（器具長さ） 

  =最大１００台／分岐 

注）増幅器の連結配線長は１００～２００ｍと 

してください。 

 

 

４．結線方法および動作確認 

５．その他 


